
 

 

医学教育研究支援センター         Information 
 

分析機器部門講習会シリーズ 

お問い合わせ先 

医学教育研究支援センター 分析機器部門 

担当： 田中 稔  （内線：2399、Email： mtanaka@med.nagoya-u.ac.jp） 

※Webでも講習会情報を掲載しています （http://www.med.nagoya-u.ac.jp/kiki/workshop/index.html） 

分子間相互解析システム 機器紹介セミナー 

のお知らせ 
 

分子間相互解析システムBLItz/Octetの紹介セミナーを下記の通り開催致します。 

ご紹介する機器の概要およびセミナー内容の詳細は次ページをご覧ください。 
 

日  時 ： 平成 28 年 10 月 17 日（月）    13:30～14:30 セミナー 

           15:00～16:00 BLItz実機デモ 

         16:30～17:30 BLItz実機デモ 

 10/18（火）～21（金）BLItzデモ機をご利用いただけます。（要予約） 

 

 

場  所 ： セミナー：医系３号館４階 分析機器部門 実習室 

実機デモ：医系３号館４階 分析機器部門 細胞機能解析室 

 

定  員 ： セミナー：２０名、実機デモ：各５名 

 

申込期間 ： セミナー：事前申込み不要 

実機デモ：平成２８年１０月１２日（水）まで 

＊BLItz 実機を使ったサンプル測定をご希望の方は事前にご相談ください。 

 

申込方法 ： 電子メールで、「講習会名」、「希望回」、「所属講座」、「氏名」、

「内線番号」、「電子メールアドレス」を明記の上、mtanaka@med.nagoya-

u.ac.jp 宛にお申し込みください。 

http://www.med.nagoya-u.ac.jp/kiki/workshop/index.html


医系研究棟３号館４階

※名古屋大学医学部医学教育研究支援センター 分析機器部門
担当： 田中 稔 （内線：2399,Email:mtanaka@med.nagoya-u.ac.jp)

2016年10月17日（月）

Pall ForteBio社の分子間相互解析システムは『簡便で安価な分子間相互解析』をご提供いたします。
機械はバッチ式で流路を一切使用していないため、日常的な流路メンテナンスは一切不要で単純な機器操作のみで習熟できます。
解析に使うバイオセンサーも対抗製品に比べ安価で再生可能です。

今回は、製品概要セミナーとBLItz実機を使ったハンズオンデモンストレーションを予定しております。
現在、分子間相互解析をされている方もこれから分子間相互作用解析を始める方も、ぜひこの機会にご参加ください。

※BLItz実機を使ったサンプル測定をご希望の方は事前にご相談ください。

機器概要セミナーのご案内

“わずか1滴(4μL)”で、タンパクの「カイネ
ティクス測定」や、ELISAライクな「検量線
を使った定量測定」を迅速に行うことが可能。

最大16サンプル同時の高速計測が可能。
96ウェル/384ウェルフォーマットに対応。
低分子（＞150Da）のカイネティクス解析可能。
容易なプロトコル設定・測定データ表示。

迅速なカイネティクス解析・定量・検出
ラベルフリー・クルードサンプル使用可能
フローセル・マイクロ流路不要
安価で再生可能なバイオセンサー

【セミナー】13:30 ～ 14:30
【ハンズオン】①15:00 ～ 16:00

②16:30 ～ 17:30

(ハンズオンは定員5名,
事前予約制）






